
テーマ１：新技術 報告書（概要）

１．技術リストの更新

（１）令和4年度成果への新技術追加

◼ 技術リストについて、既存技術の更新、新技術の追加を実施した

（２）技術熟度レベル（TRL）の修正

◼ 技術熟度レベル（TRL）についても、技術の進展に伴い数値が向上すると考えられた箇

所は数値を上げる修正を行った。修正を行った技術は以下の通り

➢ 資材搬送を自立化するロジスティクスシステム（TRL異分野技術7→8）
➢ 重量運搬ドローン・自走ロボット等を活用した搬送作業の自動化

（TRL林業技術6→8）
➢ 下刈り機械の遠隔操作技術（有視界） （TRL林業技術5→7）
➢ 携帯圏外域での通信環境の構築技術（低容量通信）

（TRL林業技術7→8）

◼ 既存の技術リスト（令和5年3月31日時点版）に記載のない新たな技術について、国

内外の林業イノベーション情報サイト等よりデスクトップ調査を実施し、計8件の新技術を

追加した

# 技術名称 技術内容

追
加
96

高解像度画像の取得
成層圏を航行する航空機等に高解像度カメラを搭載し、高頻度で高解像度

のマルチスペクトル画像の提供システム

追
加
97

電動クローラ型1輪車を用いた
苗の運搬や植穴の掘削

１輪車により、傾斜不整地での走破性が高く、変速機やバックギア等複雑な機
構が必要ない。35度の傾斜でも60kg以上の苗木を運搬可能。また、電動

オーガを用いた植穴の掘削も可能。

追
加
98

ロボットとリモコンを活用した
枝打ちの自動化

幹に枝打ちロボットを取付け、リモコンで枝打ち始点まで上昇させると、予めリモコ
ンで設定した枝打ちする距離や最小幹径などに応じてロボットが2～3分で自動

で枝打ちすることが可能。

技術リスト技術リストバックデータ

・
・
・

統合・更新

追加した新技術（一例）

◼ 技術リストは、新技術の追加、既存技術の情報更新を行い、

第3回専門委員会のコメントを踏まえ再度修正した

◼ 最終的には、令和6年3月15日時点版としてとりまとめ、策定した

⚫ 令和4年3月31日時点技術リストから更新・変更があった技術は、技術番号＃のセルを緑色でハイライトした

⚫ 令和5年3月31日時点から追加した#96～103の技術は緑字で記載した

別紙1-1



1

テーマ２：機械開発 報告書（概要）

◼ 林業機械の自動化・遠隔操作化の進展に必要な情報を整理し、昨年度成果物をアップデートした

◼ 昨年度作成した「林業機械の自動化・遠隔操作化」に対して、既に記載している技術について、

記載内容の修正更新を行った。

◼ メーカー開発担当者などの有識者に対して、メール等を通じた状況の確認を行った。

◼ 有識者コメント等を基に、技術リストの表現との整合性を取るなど、整理作業の後、内容更新を図った。

既記載技術の更新・最適化／新技術の追加調査

昨年度成果物の内容をブラッシュアップし、
令和5年度末版として更新

12

林業機械の自動化・遠隔操作化に必要な要素技術
林業機械の自動化・遠隔操作化にあたっては、森林内における通信システムを構築し、各要素技術の開発・実装が必要となる。林業機械の自動化・

遠隔操作化に必要な要素技術を機能別に分類すると、下図のように体系化される。

森林内通信システムの構築

情報収集
認知

（分析・認識）

判断

（行動決定）

行動

（機械制御）

遠
隔
操
作
化

自
動
化

初期搭載、後付け

遠隔操作機構

磁気マーカー、電磁誘導線

QRコード

外部センサ

施業地における

素材生産の

生産性向上

生産性向上

自動化技術の

一部取入

予測・プランニング

AI・ソフトウェア

画像認識・点群解析

・地物識別※

AI・ソフトウェア

画像認識・

点群解析・

地物識別※

支援

VR・AR・MR

3Dデータに基づく

操作ガイド

          

各部材の劣化度・

メンテナンス必要性の認知

状態把握機能

高解像度

カメラ

LiDAR

ミリ波

超音波

GNSS

DMI

IMU

センシング

ウインチ等

傾斜不整地

における

姿勢保持

P47

P44

P41

通信技術
P32

P45 P45 P48

P50

P51

3Dデータに基づく

(半)自動制御

         
P47

：技術（第3章に詳細記述） ：機能・種類 ：未開発技術・能力

※ISO19000地理情報標準準拠

制御、監視復旧機能

環境地図作成・利用

AI・ソフトウェア

隊列走行、群飛行

群制御

SLAM
P43

P49

P46環境地図作成

成果物「林業機械の自動化・遠隔操作化に向けて」

開発・実証の経緯や、使われてきた技術がわかるよう、同一・関連

技術については、過去事例も残した積み上げ方式での掲載とした。
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１．分科会の設置

テーマ３：デジタル 報告書（概要）
◼ 分科会を設置し、デジタル化の進捗を図る「チェックリスト」の協議・策定のほか、デジタル林業戦略拠点の実証取組への支援・助言を実施した

◼ 成果物として、「デジタル林業戦略拠点チェックリスト」及び「チェックリストの使用方法」、「伴走支援のポイント」の令和5年度版をとりまとめた

（１）分科会の設置

◼ デジタル林業戦略拠点の事業実施地域の優良事例化、全国への
横展開を目的に、分科会を設置した

◼ 分科会委員は、林業分野およびサプライチェーンマネジメントの学識者
と現場側の事業体有識者で構成した

（２）分科会検討議題

第1回

各地域の目標設定

第2回

現地視察・意見交換

第3回

実証成果のまとめ・

課題抽出

各地域の取組計画、

チェックリスト案への助言

を委員にいただいた。

静岡地域への現地視察

のほか、地域間の質疑応

答、意見交換を行った。
※GISフォーラムでの発表含む

各地域の実証成果、次年

度取組への助言を委員にい

ただいたほか、チェックリスト

最終案検討を行った。

２．現地派遣の実施

◼ 地域コンソーシアム3拠点（北海道、静岡、鳥取）にコーディネー
ターを現地派遣し、地域の実情に応じた技術的提言や、協議会等
での議論内容整理を行った

デジタル林業戦略拠点 チェックリスト

「デジタル林業戦略拠点チェックリスト」

３．成果物の作成

◼ 分科会での討議、コーディネーターへのヒアリングを踏まえ、文言や項目

間重複等を整理し、成果物として「デジタル林業戦略拠点チェックリ
スト」の令和5年度版を作成

◼ 「チェックリストの使用方法」、「伴走支援のポイント」も付随して作成

チェックリストの使用方法 伴走支援のポイント

➢ 北海道地域：森林総合研究所 中澤 昌彦氏

➢ 静 岡地域：群馬県森林組合連合会 高橋 伸幸氏

➢ 鳥 取地域：森林総合研究所 鹿又 秀聡氏
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テーマ４：森ハブ支援体制構築 報告書（概要）

１．実施方針

２．場の形成支援

３．実証プロジェクトの展開支援

◼ 令和5年9月に、事務局・コーディネータが仲介し、地域コアプレイヤーである南那珂森林

組合と、宮崎県・振興局・串間市の協議の場を設定し、データ連携について協議を実施

◼ レーザ計測成果については、公共測量成果の申請様式を活用し、民間事業体へ提供

可能とするなど、データ連携体制の構築を進展

◼ 令和5年度に、コアプレイヤーではなく第三者の森ハブ・コーディネータの働きかけにより、協

力体制構築や実証事業推進が進むことの手ごたえから、地域としてもコンソを活性化させ

る重要性を認識

◼ コアプレイヤーの南那珂森林組合は、地域コーディネータとの協力体制を構築し、地域連

携体制をより強固にしていく方針を打ち立てることとなった

◼ 令和4年度より検討してきた地域におけるイノベーションエコシステムの形成を目指し、モデル地域を設定したうえでコーディネータを派遣、場の形成・実証プロ

ジェクトの展開のフェーズ進展を図るべく支援を行った

◼ 支援地域の選定：昨年度複数地域のヒアリングを経て、全国複数の地域をモデル地

域候補として検討。「地域内の連携体制があり」「全国的な課題の解決に取り組んでい

る」として、宮崎県南那珂地域（串間市・日南市）をモデル地域として選定

◼ コーディネータ派遣による地域支援：森ハブとしては、コーディネータとして過去に他地域の

森林組合支援等の実績がある赤堀氏を選定し、南那珂地域への複数回の派遣を実

施し、イノベーションエコシステム形成に向けた支援を実施

４．地域に与えた影響

◼ 南那珂地域は国土調査が未完了のエリアがあるため、南那珂森林組合はスマートポー

ルを活用し、現地で基地局と通信して高精度な測位ができる仕組みを構築して境界測

量を実施

◼ コーディネータの赤堀氏は、Starlinkを実際に事業で活用しており、令和5年12月には、

Starlinkの実利用における説明、現場での活用可能性などについて現地で指導を実施

◼ 実務面での活用可能

性、境界測量のRTK化

が実証でき、導入検討

可能性を見出すことが

できた

５．「地域のエコシステム形成チェックリスト」の作成

◼ 「林業イノベーション」の創出・展開に向け、各地域

における各種取組の現状把握とその行動計画の

立案を促すことを目的に、「林業イノベーション創出

に向けた地域のエコシステム形成チェックリスト」を

検討・作成

◼ フェーズ1「場の形成」やフェーズ2「実証プロジェクトの

展開」について、“ありたき姿”（ゴール）を設定し、

その達成に必要な取組みを整理

◼ 南那珂地域の取組みを対象に、事務局にてチェッ

クリスト案のテスト評価を行ったほか、地域の変化

について聞き取りを実施し、チェックリストに反映

チェックリストによる自己評価

区分1
区分2

（観点）

チェック項目

フェーズ ありたき姿 行動例（指標） チェック内容 チェック方法・根拠資料 配点
チェック

結果
残された
課題

1-1：
意識醸成・

課題の

気づき

◼ 地域のプレイヤーが現

実に目を向け、現状

を正しく理解し、地域
で共有できている

◼ 上記を通じて、危機

感や課題意識を可視
化できている

形式的な
機関

任意団体として発足・組
織化

地域が抱える特定のテーマ

について取り扱う組織

（任意団体）が発足さ

れているか（組織の既設
／新設は問わない）

任意団体に関する約款あ

るいは会合に関する資料

や記録（議事録や写真

など）が確認できる場合、
「〇」とする

6

需要 － － － － － －

人材 フィールドワークやワーク

ショップの実施・運営に関

するスキルや知識を有する

人材が地域内に存在

（住民、労働者、自治体

職員など）。あるいは上

記のスキルを有する外部
人材を招請可能

地域内でフィールドワークあ

るいはワークショップなどと

いった任意団体の会合を
定期的に開催しているか

定期的に会合を開催して

いることを会合に関する資

料や記録（議事録や写

真など）から確認できる
場合、「〇」とする

4

知識 － － － － － －

資金 － － － － － －

※フェーズ1-1を例

✓ 「チェック方法・根拠

資料」に記載された

資料が用意できるか

どうかを確認

✓ より客観的な評価

を行うため、

資料が用意できる

場合に「○」を入力
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テーマ５：森ハブ・プラットフォーム構築報告書（概要）

１．実施方針 ２．森ハブ・プラットフォーム設置

３．キックオフイベント、シンポジウム実施

◼ 令和5年9月に森ハブ・プラットフォームの登録フォームを開設し、広報用リーフレットを作成

して林業・異分野を含む関係各所に広報を行った

◼ 令和6年2月27日時点で、会員登録数は474となっており、主に林業、林業支援サービ

ス業、製造業、公務、学術研究に関する方に登録いただいている

◼ 森ハブ・プラットフォームへの参画促進、会員間の交流機会創出を目的として、令和5年

11月29日にキックオフイベントを開催し161人に参加いただいた。第2部では情報交換会

として分野ごとのブースを設置し、興味関心のあるブースに集まっていただき、意見交換を

行った

◼ 令和3年度から検討してきた林業におけるエコシステムの形成に向け、森ハブ・プラットフォームを設置して会員募集を行い、会員へのニーズ・シーズ調査や、

キックオフイベント・シンポジウムでの情報発信および会員間交流機会創出、マッチング促進に向けた取り組みを行った

今年度事業の流れと実施概要

◼ 林業の安全性、生産性の向上に資する新技術の開発、実用化、普及に至る取組を

効果的に進め、林業現場への導入を加速する「林業イノベーション」の実現を目的とし

て、会員間の情報共有・交流を通じて、マッチングを推進するための「場」として、令和5

年9月に森ハブ・プラットフォームを設置した

◼ 今年度は、会員へのニーズ・シーズ調査や、会員間ネットワーク形成の取り組みとして、

キックオフイベントやシンポジウムでの会員間の交流機会創出等を実施した
森ハブ・プラットフォーム会員登録状況サマリ

2月8日シンポジウム実施プログラム

◼ 森ハブ・プラットフォームでは、林業分野における製品・サービスの利用者と製品・サービス

の供給者とのマッチング（①のマッチング）や林業分野における製品・サービスの供給

者と異分野を含む新たな技術・知識の保有者とのマッチング（②のマッチング）を促

進していく方針である

◼ 令和6年2月8日に実施した林業イノ

ベーション現場実装シンポジウムでは

260人に参加いただき、森ハブ事業

報告とプラットフォーム会員のマッチン

グ促進を目的としたシーズ提案事業

者によるプレゼンおよび個別相談会

を実施した
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